
一橋論叢第98巻 第2号（148）

利
潤
率
低
下
法
則
の
論
証

　
　
　
ー
ツ
ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
マ
ル
ク
ス
批
判
の
検
討
1

第
一
節
問
題
の
所
在

　
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
冒
ー
ロ
ヅ
パ
の
O
E
C
D
諸
国
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

る
各
産
業
の
マ
ク
ロ
経
済
レ
ベ
ル
で
の
資
本
収
益
率
の
低
下
傾
向

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的
利
潤
率
の
長
期
的
な
低
下
傾
向
の

理
論
的
解
明
は
現
代
資
本
主
義
分
析
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。
個
々
の
資
本
は
よ
り
高
い
利
潤
率
の
確
保
を
目
標
と
し
て
労

働
生
産
性
を
高
め
る
新
生
産
方
法
の
導
入
に
努
め
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
社
会
的
総
資
本
に
関
す
る
一
般
的
利
潤
率
が
低
下
傾
向
に

あ
る
と
い
う
事
態
を
い
か
に
理
論
的
に
解
明
す
る
か
が
間
題
の
核

心
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
「
収
益
性
危
機
」
を
背
景
と

し
て
欧
米
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
の
あ
い
だ
で
再
燃
し
た
「
利
潤

石
　
　
倉

雅
　
　
男

率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
L
を
め
ぐ
る
論
争
の
焦
点
の
一
つ
も
、

個
別
資
本
に
よ
る
新
生
産
方
法
の
導
入
の
前
後
で
の
一
般
的
利
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

率
の
水
準
の
変
化
と
い
う
問
題
に
あ
っ
た
。
そ
の
論
争
を
通
じ
て

積
極
的
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
一
定
の
実
質
賃
金
率
の
も
と
で
個

別
資
本
家
が
費
用
節
約
的
な
新
生
産
方
法
を
採
用
す
る
か
ぎ
り

（
資
本
の
有
機
的
構
成
の
上
昇
な
い
し
低
下
と
は
無
関
係
に
）
利

潤
率
は
上
昇
す
る
と
い
う
推
論
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
う

し
た
推
論
の
理
論
的
枠
組
み
を
な
す
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

に
わ
が
国
の
置
塩
信
雄
氏
が
「
実
質
賃
金
率
が
一
定
の
も
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

資
本
家
が
新
生
産
方
法
を
導
入
す
れ
ば
、
一
般
的
利
潤
率
は
必
ず

　
　
＾
3
）

上
昇
す
る
」
と
定
式
化
さ
れ
た
命
題
で
あ
る
。
こ
の
命
題
は
「
資

本
家
は
、
労
働
生
産
性
を
い
か
に
高
め
る
（
い
か
に
価
値
を
低
め
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（149）利潤率低下法則の論証

る
）
よ
う
な
生
産
方
法
が
存
在
し
て
も
、
そ
れ
が
、
現
行
価
格
・

賃
金
で
評
価
し
て
費
用
を
低
め
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
決
し
て

　
　
　
　
＾
4
〕

採
用
し
な
い
」
と
設
定
さ
れ
た
新
生
産
方
法
採
用
の
条
件
に
基
づ

（
5
〕
．
く
。
こ
う
し
た
立
論
の
問
題
点
は
、
新
生
産
方
法
を
他
に
先
駆
け

て
採
用
す
る
個
々
の
資
本
家
の
も
と
で
の
正
の
超
過
利
潤
の
発
生

が
社
会
の
資
本
総
体
に
関
す
る
利
潤
率
の
上
昇
と
直
結
さ
せ
ら
れ

て
い
る
点
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、
こ
の
点
の
指
嫡
だ
け
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

必
ず
し
も
内
在
的
な
批
判
に
は
な
り
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
置
塩
氏
以
来
の
利
潤
率
上
昇
説
の
理
論
的
枠
組
み

を
な
す
の
は
、
投
入
物
・
産
出
物
の
価
楕
と
利
潤
率
を
同
時
決
定

す
る
生
産
費
方
程
式
で
あ
る
。
実
は
、
そ
う
し
た
理
論
的
枠
組
み

を
一
生
産
物
モ
デ
ル
と
い
う
最
も
単
純
な
形
で
構
築
し
た
の
は
ツ

ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
（
弓
自
零
宇
田
彗
凹
■
O
ξ
祭
＜
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

ツ
ガ
ン
は
著
書
『
英
国
恐
慌
史
論
』
の
「
第
七
章
　
マ
ル
ク
ス
の

恐
慌
理
論
」
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
法
則
を
批
判
し
、

労
働
生
産
性
の
上
昇
の
結
果
利
潤
率
が
必
ず
上
昇
す
る
こ
と
を
推

論
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
の
決
定
的
な
誤

り
は
、
投
下
生
産
手
段
の
価
値
と
産
出
物
の
価
値
を
同
一
時
点
の

生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
点
に
あ
る
。

投
入
物
・
産
出
物
の
価
椿
と
利
潤
率
の
同
時
決
定
の
理
論
的
欠
陥

が
ツ
ガ
ン
の
一
生
産
物
モ
デ
ル
に
お
い
て
最
も
単
純
な
形
で
露
呈

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
置
塩
氏
以
来
の
利
潤
率
上
昇
説
の
理

論
的
枠
組
み
を
検
討
す
る
さ
い
に
、
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
の

内
在
的
批
判
は
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
ツ
ガ
ン
の
利

潤
率
上
昇
説
に
対
す
る
カ
ウ
ツ
キ
ー
以
来
の
批
判
で
は
ツ
ガ
ン
の

理
論
的
枠
組
み
そ
の
も
の
に
対
す
る
内
在
的
批
判
が
必
ず
し
も
行

　
　
　
　
＾
呂
〕

わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
投
入
物
・
産
出
物
の
価

値
の
同
時
決
定
に
基
づ
く
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
の
理
論
的
枠

組
み
そ
の
も
の
を
内
在
的
に
検
討
す
る
。
第
二
節
で
は
、
ツ
ガ
ン

の
利
潤
率
上
昇
説
の
理
論
構
造
を
紹
介
し
、
第
三
節
で
は
、
前
貸

不
変
資
本
価
値
の
評
個
方
法
に
ツ
ガ
ン
説
の
根
本
的
な
誤
り
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
四
節
で
は
、
ツ
ガ
ン
の
誤
っ
た
前
貸
不

変
資
本
価
値
の
評
価
方
法
を
修
正
し
た
一
生
産
物
モ
デ
ル
を
再
構

築
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
第
五
節
で
は
、
前
貸
不
変
資
本
価
値
と

産
出
物
価
値
の
評
価
基
準
を
区
別
し
た
場
合
、
ツ
ガ
ン
の
主
張
が

必
ず
し
も
成
立
し
な
い
こ
と
を
示
す
。

（
1
）
　
H
一
弔
一
崖
－
ポ
　
、
、
息
箒
　
s
s
軋
寓
ミ
雨
肺
ミ
寓
廼
ミ
、
ぎ
O
向
O
U
一

　
弔
胃
ダ
6
N
p
仁
科
一
彦
訳
『
企
業
利
潤
と
収
益
率
』
有
斐
閣
一
九

　
八
三
年
、
＞
目
o
目
巴
o
射
o
凹
耳
　
、
、
■
ブ
o
射
導
o
o
｛
弔
『
o
津
芭
目
o
；
o

　
○
晶
嘗
」
o
　
O
o
目
弓
o
a
ご
o
目
艮
O
芭
官
“
巴
ぎ
峯
血
9
Ω
實
ヨ
宵
目
－
目
－
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○
毒
庁
q
守
o
∋
岩
8
け
o
6
o
o
H
一
．
、
完
§
膏
§
ミ
昂
菖
§
o
ミ
、
o
ミ
札
o
ミ

　
向
s
ミ
o
§
ざ
8
く
o
－
一
H
o
o
－
オ
〇
一
H
津
ジ
も
o
o
9
勺
甲
ω
ひ
－
o
o
①
一
な
ど
を

　
参
照
。

（
2
）
　
都
留
康
「
収
益
性
危
機
と
利
潤
率
低
下
論
争
」
『
恩
想
』
第
六

　
八
五
号
一
九
八
一
年
七
月
を
参
照
。

（
3
）
　
置
塩
僧
雄
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
」
遊
都
久
蔵
他
編

　
『
資
本
論
講
座
4
』
青
木
書
店
一
九
六
四
年
、
二
八
六
頁
。

（
4
）
　
置
塩
信
雄
『
資
本
制
経
済
の
基
礎
理
論
』
増
訂
版
、
創
文
社
、

　
一
九
七
八
年
、
一
五
五
頁
。

（
5
）
　
こ
う
し
た
命
題
の
数
学
的
証
明
は
、
戸
◎
ぎ
唖
巨
9
、
．
H
o
g
邑
8
－

　
○
旨
與
轟
鶉
閏
ヨ
o
葦
o
射
算
o
o
｛
勺
『
o
津
一
．
．
き
冨
§
ぎ
ミ
包
ミ
向
s
・

　
§
§
ざ
尋
ミ
§
“
岩
賢
■
に
あ
る
。
な
お
、
置
塩
氏
の
利
潤
率
上

　
昇
説
の
直
接
の
原
型
は
、
柴
田
敬
氏
の
利
潤
率
上
昇
説
（
柴
田
敬

　
『
理
論
経
済
挙
（
上
）
』
弘
文
堂
一
九
三
五
年
）
で
あ
る
。
ま
た
、
置

　
塩
氏
の
利
潤
率
上
昇
説
を
精
織
化
し
た
議
論
と
。
し
て
、
　
－
o
崖
目
向
．

　
肉
o
価
昌
串
一
、
、
H
o
g
己
s
－
（
｝
閏
轟
o
p
目
o
片
ゴ
o
．
H
竃
旦
o
昌
｝
o
｛
書
①

　
肉
黒
Φ
g
勺
8
宰
8
司
巴
－
．
一
．
。
㌧
§
§
ミ
ミ
■
s
ミ
o
§
ミ
§
§
ミ
一

　
く
o
－
、
昼
∪
8
o
昌
冨
’
宕
ミ
一
〇
や
阜
8
1
竃
戸
中
谷
武
「
利
潤
率
・

　
実
質
賃
金
率
・
技
術
変
化
－
固
定
設
備
を
考
慮
し
て
1
」
『
経

　
済
研
究
』
第
二
九
巻
第
一
号
一
九
七
八
年
一
月
、
な
ど
が
あ
る
。

（
6
）
　
富
塚
良
三
氏
は
、
「
新
生
産
方
法
を
用
い
る
個
別
資
本
の
も
と

　
で
の
労
働
が
勺
o
訂
冨
昂
ユ
o
＞
ま
o
岸
と
し
て
作
用
し
特
別
剰
余
価
値

　
．
1
1
特
別
利
潤
を
生
み
串
す
と
い
う
点
を
全
く
無
視
な
い
し
は
看
過
し
、

　
個
別
賀
本
に
と
っ
て
の
事
案
と
社
会
の
資
本
総
体
に
と
っ
て
の
事
実

　
と
を
混
同
し
た
謬
見
に
す
ぎ
な
い
」
（
宮
塚
良
三
『
経
済
原
論
』
有

　
斐
閣
、
一
九
七
六
年
、
三
五
一
貫
）
と
置
塩
氏
の
利
潤
率
上
昇
説
を

　
批
判
さ
れ
、
加
重
平
均
的
市
場
価
値
規
定
に
基
づ
い
て
特
別
剰
余
価

　
値
の
発
生
と
消
滅
の
機
構
を
展
開
さ
れ
た
（
宮
塚
良
三
「
『
特
別
剰

　
余
価
値
』
に
関
す
る
覚
え
書
－
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
と
の

　
関
連
に
お
け
る
一
考
察
1
」
『
増
補
恐
慌
論
研
究
』
未
来
社
、
一
九

　
七
五
年
所
収
）
。
し
か
し
、
富
塚
氏
の
議
論
で
も
、
置
塩
氏
の
利
潤

　
率
上
昇
説
の
理
論
的
粋
組
み
そ
の
も
の
に
対
す
る
内
在
的
批
判
は
必

　
ず
し
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
7
）
　
H
自
o
口
顯
目
由
彗
閏
昌
ミ
穿
さ
い
ミ
～
｝
§
～
ミ
§
§
ミ
雨
ミ
ミ
～
9
9

　
○
ミ
o
ぎ
ざ
軋
ミ
き
ミ
き
－
暮
ミ
｝
恥
s
ぎ
向
ミ
屯
富
s
呉
－
o
自
p
く
亀
冒
o
目
く
o
昌

　
○
畠
蟹
く
目
岬
昌
o
5
岩
含
・
救
仁
郷
繁
訳
．
『
英
国
恐
慌
史
論
』
ぺ
り

　
か
ん
社
、
一
九
七
二
年
。
な
お
、
蟹
塩
氏
自
身
、
氏
の
利
潤
率
上
昇

　
説
が
ツ
ガ
ン
お
ゴ
ぴ
柴
田
敬
氏
の
所
説
と
継
承
関
係
を
持
つ
点
を
認

　
め
ら
れ
る
（
前
掲
『
資
本
論
講
座
4
』
、
二
八
六
頁
）
。

（
8
）
　
カ
ウ
ツ
キ
ー
は
、
新
生
産
方
法
を
先
進
的
に
導
入
し
た
個
々
の

　
賀
本
家
の
も
と
で
超
過
利
潤
が
一
時
的
に
発
生
し
て
も
、
競
争
を
通

　
じ
て
の
新
生
産
方
法
の
普
及
お
よ
ぴ
生
産
物
価
格
の
低
下
の
結
果
・

　
最
終
的
に
は
利
潤
率
が
低
下
す
る
と
推
諭
し
、
「
個
々
の
現
象
と
社

　
会
的
過
程
と
を
区
別
せ
ず
、
個
々
の
資
本
家
の
意
識
的
な
行
為
を
、

　
社
会
に
関
す
る
彼
の
行
動
の
無
意
識
的
な
緒
果
と
混
同
し
て
い
る
」

　
点
に
ツ
ガ
ン
の
誤
り
が
あ
る
と
主
張
す
る
（
宍
彗
－
穴
彗
け
芽
さ

　
＝
宍
ユ
器
昌
亭
8
ユ
竃
一
。
、
b
㌣
≧
ミ
耐
N
雨
章
8
こ
㎝
ー
し
－
｝
α
二
6
o
H
l
“

　
岩
コ
“
ω
・
む
ー
ナ
松
崎
敏
太
郎
訳
編
『
恐
慌
論
』
叢
文
閣
一
九
三
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（151）利潤率低下法則の論蓄11

　
　
五
年
、
二
0
ー
二
頁
）
。
ツ
ガ
ン
の
『
英
国
恐
硫
史
論
』
で
の
利
潤

　
　
率
上
昇
説
を
検
討
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
柴
田
敬
『
理
論
経
済
挙

　
　
（
上
）
』
弘
文
堂
一
九
三
五
年
、
都
留
重
人
「
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低

　
　
藩
理
論
　
　
批
判
へ
の
批
判
－
」
『
経
済
研
究
』
第
二
巻
第
三
号
一

　
　
九
五
一
年
（
『
都
留
重
人
著
作
集
2
』
講
談
社
、
一
九
七
五
年
所
収
）
、

　
　
折
原
裕
『
生
産
個
裕
論
の
水
脈
』
世
界
書
院
、
一
九
八
七
年
が
あ
る
。

　
　
　
第
二
節
　
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
の
理
論
構
造

　
本
節
で
は
、
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
の
理
論
構
造
を
紹
介
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

る
。
『
英
国
恐
慌
史
論
』
の
「
第
七
章
　
マ
ル
ク
ス
の
恐
慌
理
論
」

に
お
い
て
ツ
ガ
ン
は
、
「
労
働
価
値
論
か
ら
は
決
し
て
利
潤
率
低

下
法
則
は
出
な
い
」
（
ω
』
冨
一
訳
二
二
三
頁
）
と
暫
言
し
た
う
え

で
、
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
法
則
に
対
す
る
批
判
の
基
軸
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。
「
機
械
に
よ
る
労
働
者
の
代
替
は
労
働
生
産

性
を
高
め
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
物
の
一
定
量

当
た
り
の
労
働
価
値
は
低
下
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
－
・
…
労
働
者

の
実
質
報
酬
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
仮
定
の
も
と
で
さ
え
、
労
働

者
の
賃
金
の
労
働
価
値
は
確
か
に
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
…
・
∵
必

要
労
働
時
間
は
減
少
し
、
し
た
が
っ
て
剰
余
価
値
率
は
上
昇
す
る

で
あ
ろ
う
。
ほ
ぽ
似
た
こ
と
が
不
変
資
本
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま

る
」
す
な
わ
ち
、
不
変
資
本
の
労
働
価
値
が
同
様
に
し
か
も
伺
じ

理
由
か
ら
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
よ
っ
て
低
下
す
る
に
ち
が
い
な

い
。
労
働
生
産
性
の
上
昇
の
資
本
の
価
値
に
対
す
る
こ
れ
ら
す
べ

て
の
影
響
を
マ
ル
ク
ス
は
全
く
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
L
（
ω
．
昌
一

訳
二
二
六
頁
）
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
ツ
ガ
ン
は
、
労
働
生
産
性
の

上
昇
に
と
も
な
う
生
産
物
の
単
位
当
た
り
個
値
の
低
下
に
起
因
す

る
相
対
的
剰
余
価
値
率
の
上
昇
、
前
貸
資
本
の
減
価
を
マ
ル
ク
ス

批
判
の
基
軸
と
す
る
。

　
以
上
の
観
点
か
ら
ツ
ガ
ン
は
、
社
会
全
体
で
一
種
類
の
生
産
物

が
生
産
さ
れ
る
（
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
生
産
物
は
生
産
手
段
、
賃
金

財
、
著
修
財
の
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
）
と
仮
定
さ
れ
た
一
生

産
物
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
と
も
な
う
生
産

物
価
値
の
低
下
の
も
と
で
資
本
構
成
の
高
度
化
に
も
か
か
わ
ら
ず

利
潤
率
（
1
－
剰
余
価
値
／
前
貸
資
本
価
値
）
が
上
昇
す
る
場
合
を

例
示
す
る
。
ツ
ガ
ン
は
「
使
用
価
値
と
し
て
の
物
的
形
態
に
あ
る

社
会
的
生
産
物
」
（
ω
』
員
訳
二
二
五
頁
）
お
よ
ぴ
「
そ
の
生
産

に
充
用
さ
れ
た
社
会
的
労
働
」
（
同
）
の
量
を
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号

ω
・
b
を
付
し
て
表
示
す
る
。
ま
た
、
彼
は
「
労
働
生
産
性
」
を

「
与
え
ら
れ
た
労
働
量
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
量
」
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
畠

と
定
義
し
て
こ
れ
を
－
の
よ
う
に
表
示
し
、
生
産
物
一
単
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

生
産
に
要
す
る
生
き
た
労
働
の
量
を
そ
の
生
産
物
の
「
労
働
価

29？



一橋論叢 第98巻 第2号（152）

　
　
　
　
＾
2
）

値
」
と
み
な
す
。
さ
ら
に
彼
は
、
使
用
価
値
と
し
て
の
物
的
な
生

産
物
量
お
よ
ぴ
生
産
物
の
「
労
働
価
値
」
に
記
号
O
・
η
・
m
を

付
し
て
そ
れ
ぞ
れ
不
変
資
本
・
可
変
資
本
・
剰
余
価
値
に
相
当
す

る
部
分
を
表
示
す
る
。

　
以
上
の
表
記
に
し
た
が
っ
て
、
資
本
構
成
の
高
度
化
お
よ
ぴ
労

働
生
産
性
の
上
昇
に
先
立
つ
旧
生
産
条
件
を
例
示
し
た
「
労
働
価

値
」
表
示
の
表
式
、

　
　
　
　
　
　
｝
　
　
｝

　
　
「
第
一
式
　
I
e
＋
－
§
H
ご
（
同
）

　
　
　
　
　
　
N
　
　
N

が
最
初
に
設
定
さ
れ
る
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
第
一
式
」

で
は
、
「
社
会
的
総
資
本
が
可
変
資
本
か
ら
成
る
」
（
同
）
す
な
わ

ち
不
変
資
本
が
存
在
せ
ず
、
剰
余
価
値
率
牡
利
潤
率
と
等
し
く
一

〇
〇
％
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
労
働
生
産
性
の
変
化
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
生
産
物
の
価
値
の
変
化
」
（
ω
・
冒
H
1
“

訳
二
二
七
頁
）
を
考
察
す
る
た
め
に
、
「
第
一
式
」
を
使
用
価
値

と
し
て
の
物
的
な
生
産
物
量
で
表
示
し
た
表
式
、

　
　
s
　
　
　
　
8

　
　
「
l
e
＋
－
§
“
S
」
（
ω
．
N
長
訳
二
二
七
頁
）

　
　
　
N
　
　
　
N

が
設
定
さ
れ
る
。
こ
の
物
量
表
式
で
は
、
可
変
資
本
を
表
す
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

物
量
、
剰
余
価
値
を
表
す
生
産
物
量
は
互
い
に
等
し
く
－
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

る
。
一
生
産
部
門
の
物
量
表
式
だ
け
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

事
実
上
ツ
ガ
ン
は
、
社
会
的
総
生
産
物
が
、
生
産
手
段
・
賃
金
財
・

審
修
財
の
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
一
種
類
の
生
産
物
か
ら
成
る

と
仮
定
し
て
い
る
。
単
一
の
生
産
部
門
が
想
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、

可
変
資
本
、
剰
余
価
値
を
表
す
生
産
物
の
分
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賃

金
財
、
著
傍
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
に
等
し
い
こ

と
に
な
る
。
以
上
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
ツ
ガ
ン
の
例
示
を
一
生
産

物
モ
デ
ル
と
解
釈
す
る
。

　
次
に
ツ
ガ
ン
は
、
旧
生
産
条
件
を
表
す
「
第
一
式
」
に
、
資
本

構
成
の
高
度
化
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
お
よ
び
社
会
的
総
生
産
物

の
増
大
に
関
す
る
新
た
な
仮
定
を
導
入
し
て
、
新
生
産
条
件
を
例

示
す
る
。

　
第
一
に
、
資
本
構
成
の
高
度
化
に
関
し
て
次
の
仮
定
が
導
入
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
「
機
械
が
労
働
者
の
半
分
に
と
っ
て
代
わ
り
、

可
変
資
本
の
半
分
が
不
変
資
本
に
転
化
す
る
」
（
同
）
結
果
、
「
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

産
過
程
に
新
し
く
充
用
さ
れ
る
生
き
た
労
働
1
1
1
（
機
械
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

以
前
の
第
一
年
で
の
労
働
量
の
半
分
）
」
（
ω
」
貝
訳
二
二
八
頁
）

か
つ
「
機
械
の
導
入
後
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
実
質
賃
金

　
§
1
－
－
（
わ
れ
わ
れ
の
前
提
に
よ
れ
ぱ
労
働
者
数
は
半
減
し
た
）
」

　
企（
ω
．
胃
“
訳
二
二
八
頁
）
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
社
会
的
総
生
産
物
の
増
大
に
関
し
て
次
の
仮
定
が
導

入
さ
れ
る
。
「
こ
の
前
提
［
機
械
が
労
働
者
の
半
分
に
と
っ
て
代

892
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わ
る
　
　
引
用
者
］
の
も
と
で
は
、
新
し
い
技
術
的
条
件
に
お
い

て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
が
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
さ
も

な
け
れ
ぱ
、
手
作
業
を
機
械
作
葉
に
よ
っ
て
代
替
す
る
こ
と
は
経

済
的
意
味
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
条
件
の
も
と
で

は
社
会
的
生
産
物
の
分
量
が
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
L
（
ω
．
N
貝
訳

二
二
七
頁
）
。

　
ツ
ガ
ン
の
例
示
は
一
生
産
物
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
、
新
生
産
条

件
に
お
い
て
「
機
械
が
労
働
者
の
半
分
に
と
っ
て
代
わ
り
、
可
変

資
本
の
半
分
が
不
変
資
本
に
転
化
す
る
」
こ
と
は
、
労
働
者
が
賃

金
財
と
し
て
受
け
取
る
生
産
物
の
分
量
が
旧
生
産
条
件
の
半
分
の

s
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

1
に
減
少
し
、
こ
れ
と
同
量
の
生
産
物
－
が
生
産
手
段
と
し
て

阜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

投
下
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
生
産
条
件
の
も

と
で
生
産
手
段
・
賃
金
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
は

　
　
s

合
計
－
と
な
り
、
こ
れ
は
、
不
変
資
本
の
存
在
し
な
い
旧
生
産

　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

条
件
に
お
け
る
賃
金
財
と
し
て
の
生
産
物
量
－
と
等
し
い
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

た
が
っ
て
、
「
杜
会
的
生
産
物
の
分
量
」
が
旧
生
産
条
件
よ
り
も
大

き
い
こ
と
は
、
新
生
産
条
件
で
の
「
剰
余
生
産
物
」
の
分
量
が
旧

生
産
条
件
で
の
そ
れ
一
宇
－
美
き
い
こ
と
蓋
味
す
る
。

こ
う
し
て
、
ツ
ガ
ン
の
言
う
「
社
会
的
生
産
物
」
の
増
大
を
、
生

産
手
段
・
賃
金
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
に
対
す
る

剰
余
生
産
物
の
分
量
の
相
対
的
増
大
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
「
労
働
者
の
実
質
賃
金
」
、
「
生
産
過
程
に
新
し
く
充
用

さ
れ
る
生
き
た
労
働
」
の
量
お
よ
ぴ
「
労
働
者
数
」
が
い
ず
れ
も

旧
生
産
条
件
の
半
分
に
減
少
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
労

働
者
一
人
が
賃
金
財
と
し
て
受
け
取
る
生
産
物
の
分
量
（
労
働
者

一
人
当
た
り
実
質
賃
金
）
お
よ
び
労
働
者
一
人
当
た
り
の
生
き
た

労
働
の
量
は
一
定
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ツ
ガ
ン
の
例
示
で
は
、

賃
金
財
の
減
価
に
基
づ
く
相
対
的
剰
余
価
値
生
産
だ
け
が
扱
わ
れ
、

労
働
日
延
長
・
労
働
強
化
に
基
づ
く
絶
対
的
剰
余
価
値
生
産
は
捨

象
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
仮
定
の
も
と
に
ツ
ガ
ン
は
、
「
機
械
に
よ
っ
て
代
替
さ

れ
る
労
働
者
が
生
産
す
る
の
と
同
じ
大
き
さ
の
生
産
物
量
を
機
械

が
生
産
す
る
と
い
う
極
端
な
場
合
」
（
ω
』
貝
訳
二
二
八
頁
）
、

す
な
わ
ち
新
生
産
条
件
で
の
剰
余
生
産
物
の
分
量
が
旧
生
産
条
件

　
　
　
　
　
　
　
s

で
の
そ
れ
と
同
じ
－
に
と
ど
ま
る
場
合
に
つ
い
て
、
労
働
生
産

　
　
　
　
　
　
　
N

性
の
上
昇
お
よ
ぴ
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
を
例
示
す

る
。
生
産
過
程
に
充
用
さ
れ
る
生
き
た
労
働
の
量
を
直
ち
に
「
剰

余
生
産
物
と
実
質
賃
金
（
社
会
的
所
得
）
」
（
同
）
の
価
値
と
見
な

す
ツ
ガ
ン
の
手
続
き
に
し
た
が
え
ぱ
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、

「
第
一
式
」
お
よ
ぴ
そ
の
物
量
表
式
に
よ
り
、
旧
生
産
条
件
の
も

299
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と
で
は
「
剰
余
生
産
物
と
実
質
賃
金
」
の
分
量
1
I
S
充
用
さ
れ
る

生
き
た
労
働
の
量
1
1
㌻
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値

　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富

1
－
1
一
「
労
働
生
産
性
」
1
1
－
と
な
る
。
次
に
、
新
生
産
条
件
の

　
s
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
s

も
と
で
は
、
「
剰
余
生
産
物
と
実
質
賃
金
」
の
分
量
1
－
－
一
充
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守

れ
る
生
き
た
労
働
の
量
H
I
・
そ
れ
ゆ
え
、
生
産
物
一
単
位
当
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
｝
　
い
s
　
N
｝

り
価
値
は
－
十
1
1
l
I
で
、
旧
生
産
条
件
で
の
そ
れ
よ
り
も
低

　
　
　
　
N
　
　
企
　
　
ω
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
s

く
、
「
労
働
生
産
性
」
は
そ
の
逆
数
の
1
で
旧
生
産
条
件
で
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
｝

れ
よ
り
も
高
い
（
以
上
、
ω
』
貝
訳
二
二
λ
頁
）
。
以
上
の
ツ
ガ

ン
の
例
示
に
あ
る
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
な
い
し
労
働
生
産

性
は
、
生
産
過
程
に
充
用
さ
れ
る
生
き
た
労
働
の
量
お
よ
ぴ
当
該

生
産
過
程
の
生
産
物
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ

は
生
産
期
間
の
終
了
後
に
決
定
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

　
次
に
ツ
ガ
ン
は
、
新
生
産
条
件
で
の
剰
余
生
産
物
の
分
量
が
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

生
産
条
件
で
の
そ
れ
と
同
じ
1
に
と
ど
ま
る
「
極
端
な
場
合
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

に
は
、
新
生
産
条
件
で
の
利
潤
率
が
旧
生
産
条
件
と
同
じ
高
さ
に

と
ど
ま
る
こ
と
を
例
示
す
る
。
最
初
に
「
可
変
資
本
の
労
働
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

を
求
め
る
た
め
に
、
可
変
資
本
の
分
量
－
を
労
働
生
産
性
で
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阜

ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
（
ω
』
貝
訳
二
二
八
頁
）
。
ツ
ガ
ン
の
言

う
「
労
働
生
産
性
」
で
割
る
こ
と
は
、
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価

値
を
乗
ず
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
生
産
条

件
で
の
可
変
資
本
価
値
は
、
賃
金
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物

　
　
　
　
s

の
分
量
1
－
1
と
新
生
産
条
件
で
の
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値

豊
　
　
｝
企

－
の
積
－
に
等
し
い
。
さ
ら
に
ツ
ガ
ン
は
、
「
可
変
資
本
の
価
値

ω
§
　
　
α

　
“
H
I
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
前
提
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
不
変
資
本

　
αの
価
値
と
同
じ
犬
き
さ
で
あ
る
」
（
同
）
と
仮
定
し
、
新
生
産
条
件

で
の
不
変
資
本
価
値
を
、
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物

　
　
　
s
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
｝

の
分
量
－
と
新
生
産
条
件
で
の
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
－
と

　
　
　
阜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
8

　
　
｝

の
穣
－
と
考
え
る
。
新
生
産
条
件
の
も
と
で
充
用
さ
れ
る
生
き
た

　
　
α

　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

労
働
の
量
1
か
ら
「
可
変
資
本
の
価
値
」
1
1
1
を
差
し
引
い
て
得

　
　
　
　
M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
｝

ら
れ
る
ー
が
新
生
産
条
件
の
も
と
で
の
剰
余
価
値
と
な
る
。
以
上

　
　
　
ω

か
ら
ツ
ガ
ン
は
、
新
生
産
条
件
に
関
す
る
労
働
価
値
表
示
の
表
式
、

　
　
　
　
　
｝
　
　
｝
　
　
｝
　
　
　
N

「
第
二
式
　
－
o
＋
1
虐
十
1
§
“
－
｝
」
（
ω
』
貝
訳
二
二
九
頁
）

　
　
　
　
　
α
　
　
①
　
　
ω
　
　
　
い

を
確
示
し
て
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
え
「
前
貸
資
本
は
、
小
。
一
中

べ
一
で
あ
－
、
一
れ
は
剰
審
値
と
同
じ
大
套
で
あ
る
。
利

潤
率
は
以
前
〔
「
第
一
式
」
1
－
旧
生
産
条
件
－
引
用
者
〕
と
同
じ

一
〇
〇
％
に
と
ど
ま
る
。
利
潤
率
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
変

化
お
よ
ぴ
可
変
資
本
の
半
分
の
不
変
資
本
へ
の
転
化
に
も
か
か
わ

ら
ず
不
変
に
と
ど
ま
っ
た
。
…
…
利
潤
率
が
変
化
を
受
け
な
い
の

は
、
剰
余
価
値
の
減
少
と
同
時
に
前
貸
資
本
の
労
働
価
値
が
減
少

す
る
か
ら
で
あ
る
」
（
ω
．
旨
ナ
訳
二
二
九
頁
）
。
以
上
の
例
示
の
よ
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（155）　利潤率低下法則の論証

う
に
、
新
生
産
条
件
で
の
剰
余
生
産
物
の
分
量
が
旧
生
産
条
件
と

同
一
に
と
ど
ま
る
「
極
端
な
場
合
」
に
利
潤
率
が
変
化
し
な
い
の

は
、
生
産
手
段
、
賃
金
財
、
剰
余
生
産
物
の
い
ず
れ
の
価
値
も
同

じ
率
で
低
下
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
ツ
ガ
ン
は
、
「
社
会
的
生
産
物
の
分
量
」
の
増
大
に
よ
る

利
潤
率
の
上
昇
を
例
示
す
る
。
「
し
か
し
、
実
際
に
は
、
機
械
作

業
〔
新
生
産
条
件
－
引
用
者
〕
は
手
作
業
〔
旧
生
産
条
件
－

引
用
者
〕
に
比
べ
て
よ
り
多
く
の
生
産
物
量
を
生
み
だ
す
か
ら
、

不
変
資
本
の
相
対
的
増
大
に
よ
っ
て
利
潤
率
は
上
昇
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
…
・
－
わ
れ
わ
れ
が
労
働
価
値
論
に
基
づ
い
て
到
達
す

る
の
は
、
機
械
に
よ
る
労
働
者
の
代
替
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、

利
潤
率
の
低
下
傾
向
を
生
ま
な
い
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
利
潤
率

の
上
昇
傾
向
を
生
み
だ
す
と
い
う
結
論
で
あ
る
」
（
ω
・
N
貝
訳
二

三
〇
員
）
。
確
か
に
、
生
産
手
段
、
賃
金
財
、
剰
余
生
産
物
の
価

値
が
同
じ
率
で
低
下
す
る
な
ら
ぱ
、
生
産
手
段
・
賃
金
財
と
し
て

用
い
ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
に
対
す
る
剰
余
生
産
物
の
分
量
の
相

対
的
増
大
に
よ
っ
て
利
潤
率
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
節
で
は
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
の
理
論
構
造
を
紹

介
し
た
。

　
（
1
）
以
下
の
引
用
文
は
、
特
に
断
り
の
な
い
か
ぎ
り
、
『
英
国
恐
慌

　
史
論
』
（
前
節
注
7
参
照
）
か
ら
の
も
の
で
、
原
書
頁
・
邦
訳
書
頁

　
の
順
に
示
す
。
な
お
、
訳
文
は
適
宜
修
正
し
た
。

（
2
）
　
明
ら
か
に
こ
う
し
た
価
値
規
定
で
は
、
生
産
物
価
値
の
不
変
資

　
本
部
分
が
欠
落
し
て
し
ま
う
。

第
三
節

　
前
貸
不
変
資
本
価
値
の
評
価
に
関
す
る
ツ
ガ
ン

の
誤
り

　
本
節
で
は
、
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
の
な
か
に
前
貸
不
変
資

本
価
値
の
評
価
に
関
す
る
決
定
的
な
誤
り
が
舎
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。

　
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
は
、
次
の
諸
仮
定
か
ら
成
る
と
解
釈

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
仮
定
一
〕
社
会
全
体
で
一
種
類
の
生
産
物
が
生
産
さ
れ
、
そ
の

生
産
物
は
生
産
手
段
、
賃
金
財
、
薯
傍
財
の
い
ず
れ
に
も
用
い
ら

れ
る
。〔
仮
定
二
〕
充
用
さ
れ
る
生
き
た
労
働
の
量
を
賃
金
財
お
よ
び
剰

余
生
産
物
を
な
す
生
産
物
の
分
量
で
割
っ
た
も
の
が
生
産
物
一
単

位
当
た
り
価
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
物
一
単
位
当
た
り

価
値
は
、
各
生
産
期
間
の
終
了
後
に
決
定
さ
れ
る
。

〔
仮
定
三
〕
旧
生
産
条
件
か
ら
新
生
産
条
件
へ
の
移
行
に
と
も
な
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う
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値

は
低
下
す
る
。

〔
仮
定
四
〕
旧
生
産
条
件
か
ら
新
生
産
条
件
へ
の
移
行
に
と
も
な

い
、
生
産
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
は
、
賃
金
財

と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
に
比
し
て
相
対
的
に
増
大
す

る
。

〔
仮
定
五
〕
旧
生
産
条
件
か
ら
新
生
産
条
件
へ
の
移
行
に
と
も
な

い
、
剰
余
生
産
物
の
分
量
は
、
賃
金
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産

物
の
分
量
に
比
し
て
相
対
的
に
増
大
す
る
。

〔
仮
定
六
〕
旧
生
産
条
件
か
ら
新
生
産
条
件
へ
の
移
行
に
と
も
な

い
、
剰
余
生
産
物
の
分
量
は
、
生
産
手
段
・
賃
金
財
と
し
て
用
い

ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
に
比
し
て
相
対
的
に
増
大
す
る
。

〔
仮
定
七
〕
労
働
者
一
人
が
受
け
取
る
賃
金
財
の
分
量
お
よ
ぴ
労

働
者
一
人
当
た
り
の
生
き
た
労
働
の
量
は
、
つ
ね
に
一
定
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
仮
定
に
基
づ
く
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
を
次
の
記

号
を
用
い
て
一
般
化
し
て
お
く
。

　
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
分
量
”
p
賃
金
財

と
し
て
労
働
者
が
受
け
取
る
生
産
物
の
分
量
1
1
貞
剰
余
生
産
物

の
分
量
1
1
長
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
1
1
§
投
下
生
産
手

段
－
賃
金
財
比
率
1
1
自
（
1
l
Q
＼
由
）
一
剰
余
生
産
物
－
賃
金
財
比
率

”
吻
（
1
ー
ミ
＼
お
）
一
ツ
ガ
ン
説
で
の
価
値
利
潤
率
H
ε
ツ
ガ
ン
説

で
の
物
的
利
潤
率
1
1
↓
串
な
お
、
以
下
で
は
、
下
付
き
数
字
8
ご

ε
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
旧
生
産
条
件
、
新
生
産
条
件
を
表
す
。

　
旧
生
産
条
件
（
ツ
ガ
ン
「
第
一
式
」
）
に
お
い
て
は
、
9
e
1
l
o
・

　
　
　
s
　
　
　
　
　
s
　
　
　
　
　
｝

貞
3
1
1
1
一
忘
3
H
l
一
§
§
1
1
－
で
あ
り
、
価
値
利
潤
率
（
1
1
剰

　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
s

余
価
値
／
前
貸
資
本
価
値
）
～
§
を
ツ
ガ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
曽
§
．
s
§

　
　
ご
§
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
一
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
　
　
　
Q
§
・
§
§
十
お
§
・
§
§

　
　
　
　
＾
1
）

と
計
算
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

　
新
生
産
条
件
（
ツ
ガ
ン
「
第
二
式
」
）
に
お
い
て
は
、
Q
ε
1
1
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企

　
　
　
s
　
　
　
　
　
s
　
　
　
　
豊

些
じ
1
1
1
一
ミ
ε
1
I
l
一
ε
ε
1
1
1
（
〈
§
§
）
で
あ
り
、
価
値
利
潤

　
　
　
阜
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
ω
s

率
～
ε
を
ツ
ガ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ε
・
§
ε

　
　
ご
ε
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
　
　
　
　
　
（
N
）

　
　
　
　
　
Q
ε
・
§
ε
十
由
ε
・
s
ε

と
計
算
し
た
。
も
し
、
新
生
産
条
件
で
の
璃
余
生
産
物
の
分
量
が

旧
生
産
条
件
で
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
け
れ
ば
（
員
こ
V
忘
e
）
、
新

生
産
条
件
で
の
価
値
利
潤
率
は
旧
生
産
条
件
で
の
そ
れ
よ
り
も
高

い
（
ご
ε
V
ご
§
）
で
あ
ろ
う
。

　
ω
・
ω
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ツ
ガ
ン
が
計
算
し
た
価
値
利

潤
率
（
1
1
剰
余
価
値
／
前
貸
資
本
価
値
）
～
は
、
生
産
物
一
単
位
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（157）利潤率低下法則の論証

当
た
り
価
値
ω
を
用
い
ず
に
物
的
数
量
p
貝
曽
だ
け
か
ら
求
め

ら
れ
る
物
的
利
潤
率
（
H
剰
余
生
産
物
の
分
量
／
投
下
生
産
手

段
・
賃
金
財
の
分
量
）
～
に
等
し
い
。
す
な
わ
ち
、
ω
・
ω
式
よ

り
明
ら
か
に
、

　
　
　
　
　
　
ミ
§

　
　
～
§
1
1
　
　
　
　
H
言
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

　
　
　
　
　
Q
§
十
由
§

　
　
　
　
　
　
ミ
ε

　
　
ご
ε
1
　
　
　
　
1
－
～
ε
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
）

　
　
　
　
　
Q
ε
十
昂
ε

と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
ツ
ガ
ン
の
例
示
で
は
、

生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
ω
の
水
準
を
問
わ
ず
、
価
値
利
潤
率

～
は
物
的
利
潤
率
～
と
つ
ね
に
同
じ
値
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、

価
値
利
潤
率
の
上
昇
と
い
う
ツ
ガ
ン
の
主
張
の
論
拠
は
、
生
産
手

段
・
賃
金
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
産
物
の
分
量
に
対
す
る
剰
余

生
産
物
の
分
量
の
相
対
的
増
大
（
〔
仮
定
六
〕
）
す
な
わ
ち
物
的
利

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

潤
率
～
の
上
昇
に
あ
る
。
実
際
に
ツ
ガ
ン
は
、
「
資
本
家
は
、
…
…

現
代
の
経
済
条
件
の
も
と
で
は
労
働
価
値
を
ほ
と
ん
ど
問
題
に
せ

ず
、
彼
ら
の
関
心
を
ひ
く
の
は
価
格
だ
け
で
あ
る
」
（
前
掲
『
英

国
恐
慌
史
論
』
ω
』
員
訳
二
三
八
員
）
と
断
言
し
、
労
働
価
値

と
は
無
関
係
に
物
的
な
投
入
・
産
出
数
量
か
ら
利
潤
率
を
決
定
で

　
　
　
　
　
　
＾
3
）

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ツ
ガ
ン
の
例
示
の
よ
う
に
物
的
利
潤
率
の
上
昇
か

ら
直
ち
に
価
値
利
潤
率
の
上
昇
が
推
論
さ
れ
る
の
は
、
ω
・
ω
式

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
、

労
働
者
が
賛
金
財
と
し
て
受
け
取
る
生
産
物
お
よ
び
剰
余
生
産
物

の
価
値
が
同
一
時
点
の
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ツ
ガ
ン
の
そ
う
し
た
価
値
利
潤

率
の
計
算
方
法
は
、
前
貸
不
変
資
本
価
値
の
評
価
方
法
の
点
で
誤

っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
利
潤
率
は
、
前
貸
総
資
本
の
価
値
に
対

す
る
生
産
物
価
値
の
超
過
分
の
割
合
に
等
し
い
」
（
宍
胃
－
峯
胃
！

b
§
き
、
“
§
“
旨
彗
苧
目
目
o
q
巴
蜆
老
實
穴
9
田
p
豊
一
U
宥
註
く
實
－
芭
o
冒
一

因
胃
－
旦
H
漂
ナ
ω
．
竃
ω
。
〔
以
下
、
K
皿
二
一
三
の
よ
う
に
略
記
〕
）

の
で
あ
る
が
、
前
貸
総
資
本
を
形
成
す
る
生
産
手
段
・
労
働
カ
が

生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
時
点
と
、
当
該
生
産
過
程
の
生
産
物
が

完
成
す
る
時
点
は
同
じ
で
は
な
く
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
一
定
の

生
産
期
間
が
介
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
手
段
が
投
下
さ
れ

る
時
点
と
生
産
物
が
完
成
す
る
時
点
と
の
あ
い
だ
の
生
産
期
間
の

存
在
、
お
よ
び
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
期
末
決
定
（
〔
仮

定
二
〕
）
を
前
提
に
お
く
か
ぎ
り
、
今
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し

て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
価
値
す
な
わ
ち
今
期
の
前
貸
不
変
資
本

価
値
は
、
今
期
の
産
出
物
と
と
も
に
今
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値
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に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
今
期
初
め
の
単
位
当
た

り
価
値
す
な
わ
ち
前
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て
評
価

さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ω
・
ω
式
の
よ
う
に
生

産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
価
値
と
剰
余
生
産
物
の
価

値
を
同
一
時
点
の
単
位
当
た
り
価
値
で
評
価
す
る
ツ
ガ
ン
の
前
貸

不
変
資
本
価
値
の
評
価
方
法
は
、
生
産
手
段
が
投
下
さ
れ
る
時
点

と
生
産
物
が
完
成
す
る
時
点
と
の
あ
い
だ
に
介
在
す
る
生
産
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

を
無
視
し
て
い
る
点
で
正
し
く
な
い
。

　
も
し
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
と
も
な
う
生
産
物
一
単
位
当
た

り
価
値
の
低
下
が
導
入
さ
れ
ず
、
い
ず
れ
の
生
産
期
間
の
単
位
当

た
り
価
値
も
同
じ
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
生
産
期
間
の

初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
価
値
を
そ
の
生

産
期
間
の
産
出
物
の
価
値
と
同
一
の
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い

て
評
価
す
る
ツ
ガ
ン
の
方
法
の
欠
陥
は
表
面
化
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ツ
ガ
ン
の
例
示
に
お
い
て
は
単
位
当
た
り
価
値
の
期
末

決
定
（
〔
仮
定
二
〕
）
お
よ
ぴ
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
（
〔
仮
定

三
〕
）
が
前
提
に
お
か
れ
て
い
る
以
上
、
彼
の
前
貸
不
変
資
本
価

値
の
評
価
方
法
の
欠
陥
は
、
前
貸
不
変
資
本
価
値
の
生
産
物
へ
の

移
転
・
保
存
が
無
視
さ
れ
る
と
い
う
形
で
も
表
面
化
す
る
。

　
そ
こ
で
・
前
貸
不
変
資
本
価
値
の
生
産
物
へ
の
移
転
・
保
存
の

態
様
を
例
示
し
よ
う
。
以
下
で
は
、
旧
生
産
条
件
・
新
生
産
条
件

が
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ
れ
る
連
続
的
生
産
期
間
、
第
0
期
・
第
－
期

を
考
え
、
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
期
末
決
定
（
〔
仮
定
二
〕
）

お
よ
び
旧
生
産
条
件
か
ら
新
生
産
条
件
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
単

位
当
た
り
価
値
の
低
下
（
§
§
V
§
ε
〉
o
）
を
前
提
に
お
く
。
第

－
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
Q
ε
の
価
値

す
な
わ
ち
第
－
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
は
、
第
－
期
末
の
単
位

当
た
り
価
値
§
ε
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
た
Q
ε
・
ミ
ε
で
は
な

く
、
第
－
期
初
め
す
な
わ
ち
第
0
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値
S
§

に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
た
Q
ε
・
§
§
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の

第
－
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
Q
ε
・
S
§
は
、
そ
の
価
値
量
が

不
変
に
保
た
れ
た
ま
ま
で
、
第
－
期
末
の
生
産
物
に
移
転
・
保
存

さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
－
期
の
あ
い
だ
に
労
働
生
産
性
の
上
昇
に

よ
っ
て
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
が
低
下
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

第
－
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実
に
投
下
さ
れ
た
生
産
物
の

分
量
Q
ε
は
、
第
－
期
末
の
生
産
物
の
分
量
の
う
ち
第
－
期
の

前
貸
不
変
資
本
価
値
Q
ε
・
§
§
を
表
す
部
分
s
ε
よ
り
も
小

さ
い
。
こ
の
点
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

　
第
O
期
か
ら
第
－
期
に
か
け
て
の
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値

・
ω
の
低
下
率
を
δ
と
す
る
と
、
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S
ε
1
1
（
一
十
～
）
・
§
§
（
た
だ
し
、
1
一
く
～
〈
o
）
　
　
（
｝
）

と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、
第
－
期
初
め
に
生
産

手
段
と
し
て
現
実
に
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
分
量
Q
ε
と
、
第

－
期
末
の
生
産
物
の
分
量
の
う
ち
第
－
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値

Q
ε
．
s
§
を
表
す
部
分
9
ε
と
の
あ
い
だ
に
は
、

　
　
Q
ε
．
§
§
1
I
Q
。
ε
．
S
ε
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
α
）

そ
れ
ゆ
え
、
㈲
式
よ
り
、

　
　
Q
ε
1
1
（
H
＋
～
）
・
Q
、
ε
（
た
だ
し
、
1
－
〈
～
〈
o
）
　
（
刈
）

と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
。
ω
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
働
生

産
性
の
上
昇
に
と
も
な
う
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
を

前
提
に
お
く
か
ぎ
り
、
期
首
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実
に
投
下
さ

れ
た
生
産
物
の
分
量
Q
ε
は
、
期
末
の
生
産
物
の
分
量
の
う
ち

移
転
．
保
存
さ
れ
た
前
貸
不
変
資
本
価
値
を
表
す
部
分
Q
、
ε
よ

り
も
小
さ
い
（
o
〈
Q
ε
〈
Ω
．
ε
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
ツ
ガ
ン
の
例
示
に
お
い
て
は
、
生
産
手
段
が
投
下

さ
れ
る
時
点
と
産
出
物
が
完
成
す
る
時
点
と
の
あ
い
だ
に
介
在
す

る
生
産
期
間
が
無
視
さ
れ
、
期
首
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実
に
投

下
さ
れ
た
生
産
物
の
価
値
が
期
末
の
産
出
物
個
値
と
と
も
に
期
末

の
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
た
め
に
、
第
－
期

初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実
に
投
下
さ
れ
た
生
産
物
の
分
量

Q
ε
と
第
－
期
末
の
生
産
物
の
う
ち
第
－
期
の
前
貸
不
変
資
本
価

値
を
表
す
部
分
Q
。
ε
と
が
混
同
さ
れ
、
Q
ε
1
l
Q
、
ε
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
、
価
値
利
潤
率
（
1
1
剰
余
価
値
／
前
貸
資
本

価
値
）
の
上
昇
と
い
う
ツ
ガ
ン
の
主
張
の
直
接
の
論
拠
が
物
的
利

潤
率
（
1
1
剰
余
生
産
物
の
分
量
／
投
下
生
産
手
段
・
賃
金
財
の
分

量
）
の
上
昇
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
ツ
ガ
ン
の
価
値

利
潤
率
の
計
算
方
法
は
、
前
貸
不
変
資
本
価
値
の
評
価
の
さ
い
に

生
産
期
間
の
存
在
を
無
視
し
、
投
下
生
産
手
段
の
価
値
と
産
出
物

価
値
と
を
同
一
時
点
の
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て
評
価
し
て

い
る
点
で
誤
ウ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
（
1
）
　
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
ツ
ガ
ン
は
充
用
さ
れ
る
生
き
た
労
働
の

　
　
量
あ
を
賃
金
財
と
剰
余
生
産
物
の
合
計
分
量
（
由
十
ミ
）
で
割
っ
た

　
　
も
の
を
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
ω
と
見
な
す
（
s
H
ミ
（
射
十

　
　
ミ
）
）
。
そ
の
場
合
、
剰
余
価
値
を
①
生
き
た
労
働
わ
と
賃
金
財
の
価

　
　
値
お
．
§
と
の
差
、
②
剰
余
生
産
物
の
価
値
ミ
・
s
の
い
ず
れ
の
形

　
　
で
求
め
て
も
結
果
は
同
じ
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
ツ
ガ
ン
の
例
示
で
は
、
物
的
利
潤
率
『
ミ
ー
－
ミ
＼
（
Q
＋
鶉
）
が
上

　
昇
す
る
よ
う
な
P
貝
ミ
の
値
が
選
ぱ
れ
て
い
る
が
、
自
1
l
Q
お
の

　
上
昇
率
が
助
1
－
ミ
5
の
上
昇
率
よ
り
も
十
分
大
き
く
か
つ
9
が
十

　
分
高
い
水
準
に
あ
れ
ば
物
的
利
潤
率
～
は
低
下
す
る
。
な
お
、
利
潤

　
率
が
低
下
す
る
場
合
の
資
本
構
成
・
剰
余
価
値
率
の
値
お
よ
ぴ
上
昇
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率
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
利
潤
率
の
傾
．
向
的
低
下
の
法
則
』

　
の
議
証
」
（
種
瀬
茂
編
『
資
本
諭
の
研
究
』
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年

　
所
収
）
を
参
照
。

（
3
）
　
ツ
ガ
ン
は
「
国
民
経
済
に
お
い
て
は
新
し
く
生
産
さ
れ
た
財
と

　
消
費
さ
れ
た
財
と
が
使
用
個
値
と
し
て
通
約
可
能
（
ぎ
昌
昌
彗
誓
ぷ
．

　
σ
色
）
で
あ
る
」
（
前
掲
『
英
国
恐
硫
史
論
』
ω
・
§
9
訳
二
三
五
頁
）

　
と
断
言
し
、
物
財
量
ど
う
し
の
関
係
か
ら
利
潤
率
を
決
定
す
る
こ
と

　
を
試
み
る
。
後
年
の
著
書
『
社
会
的
分
配
理
論
』
に
も
同
様
の
議
論

　
が
あ
る
（
H
自
o
q
宙
自
－
団
顯
冨
自
o
幸
蜆
穴
き
吻
o
ぎ
ミ
雨
§
§
ミ
“
き
、
ミ
、
．

　
ミ
ミ
ミ
ミ
箏
討
宵
箏
目
一
く
O
ユ
芭
O
q
く
O
自
－
目
昌
嘉
O
O
弓
ユ
目
O
司
雪
一
H
8
少
ψ
S

　
l
ω
）
。
し
か
し
、
異
質
な
生
産
物
か
ら
成
る
生
産
物
築
合
を
な
す
投

　
入
物
・
産
出
物
が
直
接
に
通
約
可
能
で
あ
る
の
は
、
投
入
物
．
産
出

　
物
の
双
方
に
お
け
る
各
生
産
物
の
構
成
比
率
が
互
い
に
同
一
で
あ
る

　
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。
ツ
ガ
ン
の
利
潤
論
に
関

　
す
る
こ
う
し
た
指
摘
は
、
津
戸
正
広
「
ト
ゥ
ガ
ン
ー
パ
ラ
ノ
フ
ス
キ

　
ー
の
『
社
会
的
分
配
理
論
』
」
『
経
済
研
究
』
（
犬
阪
府
立
大
挙
）
第
二

　
七
巻
第
三
号
一
九
八
二
年
七
月
、
五
三
貫
、
お
よ
び
折
原
前
掲
書
一

　
七
三
－
七
頁
に
あ
る
o

（
4
）
　
費
用
価
格
の
生
産
価
格
化
を
導
入
し
た
ボ
ル
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
ツ
の

　
生
産
価
樒
諭
（
■
．
く
．
固
o
ユ
区
o
乏
g
二
一
N
目
『
昂
o
ユ
o
葦
材
自
お
ま
『

　
○
司
昌
■
巳
晶
昌
ま
目
；
8
H
0
巨
眈
暮
竃
H
（
o
目
g
；
ζ
一
〇
＝
く
o
自
室
串
冥
－
昌

　
○
ユ
幕
o
目
b
里
目
o
　
旦
g
一
宍
凹
官
叶
凹
－
．
一
、
。
旨
ミ
｝
忠
§
ミ
　
盲
、
≧
ミ
ざ
．

　
s
ミ
黒
o
§
§
膏
ミ
s
軋
9
ミ
シ
“
導
一
田
o
．
塞
L
8
〉
ω
－
ω
岩
1
3
ω
．
邦
訳

　
「
『
資
本
論
』
第
三
巻
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
基
本
的
理
諭
構
造
の
修

正
に
つ
い
て
L
玉
野
井
芳
郎
・
石
垣
博
美
編
訳
『
論
争
・
マ
ル
ク
ス

経
済
挙
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
九
年
所
収
）
の
間
趨
点
も
ま

た
投
入
物
・
産
出
物
の
個
格
お
よ
ぴ
利
潤
率
の
同
時
決
定
に
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
石
勝
彦
「
価
値
の
生
産
個
格
へ
の
転
形
と

い
わ
ゆ
る
転
形
問
魑
」
『
経
済
学
研
究
』
第
一
六
号
一
九
七
二
年
が

詳
し
い
。
ま
た
、
投
入
物
・
産
出
物
の
価
楕
お
よ
ぴ
利
潤
率
の
同
時

決
定
に
基
づ
く
新
リ
カ
ー
ド
派
の
議
論
に
対
す
る
批
判
を
試
み
た
文

献
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
－
o
ヴ
目
肉
一
向
冒
蜆
戸
．
、
望
目
邑
冨
自
8
嘉

く
巴
自
曽
巨
o
自
目
■
ご
『
勺
凹
一
〇
〇
“
＞
O
O
冒
“
ユ
げ
自
竈
O
目
　
↓
O
　
片
旨
o
　
O
ユ
己
ρ
一
］
①

o
－
け
一
一
〇
2
8
－
箏
－
o
胃
g
嘗
目
o
o
目
o
o
黒
o
｛
＜
巴
畠
一
．
、
完
§
ミ
§
呉

司
昌
軋
｝
§
“
～
o
ミ
ミ
o
ミ
向
§
ミ
o
§
ざ
3
く
o
－
．
－
♪
2
0
1
“
ω
一
］
冒
昌
o
’

H
凄
“
勺
や
o
。
㎞
1
違
一
〇
自
o
q
一
邑
昌
o
o
彗
g
＆
ポ
、
H
意
－
o
阻
o
o
｛

勺
ユ
o
窃
鶉
ぎ
一
毒
y
．
．
専
§
o
ミ
§
、
吻
s
ミ
さ
く
o
－
L
少
乞
o
・
十

5
o
o
ナ
o
？
ま
H
－
卓
竈
・

第
四
節

　
一
生
産
物
モ
デ
ル
に
お
け
る
前
貸
不
変
資
本
価

値
の
評
価
方
法
の
修
正

　
本
節
で
は
、
生
産
手
段
・
労
働
カ
が
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る

時
点
と
産
出
物
が
完
成
す
る
時
点
と
の
あ
い
だ
に
介
在
す
る
生
産

期
間
を
考
慮
に
入
れ
、
ツ
ガ
ン
の
誤
っ
た
前
貸
不
変
資
本
価
値
の

評
価
方
法
を
修
正
し
た
う
え
で
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
と
も
な

う
生
産
物
の
減
価
を
一
生
産
物
モ
デ
ル
の
な
か
に
導
入
す
る
。
以
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下
で
は
、
議
論
の
単
純
化
の
た
め
に
固
定
資
本
の
存
在
を
捨
象
し
、

次
の
仮
定
を
お
く
。

　
〔
仮
定
A
〕
社
会
全
体
で
一
種
類
の
生
産
物
が
生
産
さ
れ
、
そ
の

生
産
物
は
生
産
手
段
・
賃
金
財
・
著
移
財
の
い
ず
れ
に
も
用
い
ら

れ
る
。

　
〔
仮
定
B
〕
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
は
各
生
産
期
閲
の
終
了

後
に
決
定
さ
れ
る
。

　
〔
仮
定
C
〕
連
続
す
る
生
産
期
間
、
左
期
・
舌
十
－
期
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
旧
生
産
条
件
、
新
生
産
条
件
が
採
用
さ
れ
、
‘
期
か
ら

‘
十
－
期
へ
の
移
行
に
と
も
な
っ
て
労
働
生
産
性
が
上
昇
し
、
生

産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
は
低
下
す
る
。

〔
仮
定
D
〕
ま
期
か
ら
后
十
－
期
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
期
首

に
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
分
量
は
、
労
働
者
が

期
末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
分
量
に
比
し
て
相
対

的
に
増
大
す
る
。

〔
仮
定
E
〕
ま
期
か
ら
む
十
－
期
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
剰
余

価
値
を
表
す
剰
余
生
産
物
の
分
量
は
、
労
働
者
が
期
末
に
賃
金
財

と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
分
量
に
比
し
て
梱
対
的
に
増
大
す
る
。

〔
仮
定
F
〕
f
期
か
ら
f
＋
1
期
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
剰
余

価
値
を
表
す
剰
余
生
産
物
の
分
量
は
、
期
首
に
生
産
手
段
と
し
て

投
下
さ
れ
る
生
産
物
と
労
働
者
が
期
末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す

る
生
産
物
の
合
計
分
量
に
比
し
て
相
対
的
に
増
大
す
る
。

　
〔
仮
定
G
〕
去
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は
亡
期
末
に
資
本
家
か

ら
貨
幣
で
支
払
い
を
受
け
、
そ
の
貨
幣
で
特
定
の
。
分
量
の
生
憧
物

を
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
。
后
十
－
期
に
つ
い
て
も
同
様
。

　
以
上
の
う
ち
〔
仮
定
A
〕
か
ら
〔
仮
定
F
〕
ま
で
は
、
前
節
で

要
約
し
た
ツ
ガ
ン
の
〔
仮
定
一
〕
か
ら
〔
仮
定
六
〕
に
対
応
す
る
。

。
た
だ
し
、
〔
仮
定
B
〕
は
、
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
期
末

決
定
と
い
う
点
で
は
ツ
ガ
ン
の
〔
仮
定
二
〕
と
同
じ
で
あ
る
が
、

充
用
さ
れ
る
生
き
た
労
働
の
量
と
単
位
当
た
り
価
値
と
の
関
係
を

明
示
的
に
導
入
し
な
い
点
で
ツ
ガ
ン
の
〔
仮
定
二
〕
と
は
異
な
る
。

こ
れ
は
、
生
産
物
価
値
の
う
ち
の
不
変
費
本
部
分
を
欠
落
さ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ツ
ガ
ン
流
の
価
値
規
定
の
欠
陥
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
次
に
、
賃
金
後
払
い
を
意
味
す
る
〔
仮
定
G
〕
と
の
関
連
で
前

貸
可
変
資
本
価
値
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
生
産

物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
期
末
決
定
（
〔
仮
定
B
〕
）
お
よ
ぴ
単
位

当
た
り
価
値
一
の
低
下
（
〔
仮
定
C
〕
）
を
前
提
に
お
く
場
合
、
今
期

の
前
貸
可
変
資
本
価
値
す
な
わ
ち
今
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
力
の

価
値
の
評
価
基
準
と
な
る
の
は
ど
の
時
点
の
単
位
当
た
り
価
値
で

あ
る
か
が
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。
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〔
仮
定
G
〕
に
よ
り
、
今
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は
今
期
末

に
特
定
の
分
量
の
生
産
物
を
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
こ
と
に
な

る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
前
貸
可
変
資
本

価
値
の
評
価
方
法
で
あ
っ
て
、
社
会
的
総
生
産
物
の
実
現
の
態
様

で
は
な
い
か
ら
、
今
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
今
期
末
に
賃
金

財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
が
今
期
の
生
産
物
か
、
そ
れ
と
も
前

期
な
い
し
そ
れ
以
前
の
生
産
期
間
の
生
産
物
で
あ
る
か
は
問
題
で

は
な
い
。
労
働
者
が
期
末
に
特
定
の
分
量
の
生
産
物
を
購
入
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
よ
い
。
そ
も
そ
も
、
各
生
産
期
間
の
初

め
に
生
産
手
段
と
と
も
に
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
の
は
、
賃
金

財
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
労
働
カ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
指

摘
が
『
資
本
論
』
第
二
都
第
二
篇
第
八
章
に
あ
る
。
「
資
本
家
が
買

う
も
の
は
労
働
者
の
生
活
手
段
で
は
な
く
、
労
働
者
の
労
働
カ
そ

の
も
の
で
あ
る
。
資
本
家
の
資
本
の
可
変
部
分
を
成
す
も
の
は
、

労
働
者
の
生
活
手
段
で
は
な
く
、
自
己
を
発
現
す
る
労
働
カ
で
あ

る
。
資
本
家
が
労
働
過
程
で
生
産
的
に
消
費
す
る
も
の
は
、
労
働

力
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
生
活
手
段
で
は
な
い
」
（
K

n
一
六
六
）
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
賃
金
財
そ
の
も
の
が
生
産
期

間
の
初
め
に
生
産
手
段
と
同
時
に
投
下
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
今
期
の
前
貸
可
変
資
本
価
値
は
、
今
期
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
が
今
期
末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
価
値

で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
今
期
の
前
貸
可
変
資
本
価
値
の
評
価
基
準
と
な
る

の
は
ど
の
時
点
の
単
位
当
た
り
価
値
で
あ
る
か
。
生
産
物
の
価
値

は
、
た
と
え
そ
の
生
産
物
が
以
前
に
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
現
在
の
社
会
的
生
産
条
件
に
対
応
す
る
単
位
当
た
り
価
値
に

基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
が
『
資
本
論
』

第
一
部
第
三
篇
第
六
章
に
あ
る
。
「
一
商
品
の
個
値
は
、
確
か
に

そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
労
働
の
分
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
分
量
そ
の
も
の
は
社
会
的
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
商
品
の
生
産
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
が
変

化
し
た
と
す
れ
ば
、
－
…
・
も
と
の
商
品
へ
の
反
作
用
が
生
じ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
商
品
は
い
つ
で
も
そ
の
類
の
個
別
的
見
本
と
し

て
通
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
、
つ
ね
に
社

会
的
に
必
要
な
、
し
た
が
っ
て
ま
た
つ
ね
に
現
在
の
社
会
的
諸
条

件
の
も
と
で
必
要
な
、
労
働
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
。
る
」
（
K
I
二

二
四
－
五
）
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
商
品
の
生
産
に
社
会
的
に
必

要
な
労
働
時
間
」
の
変
化
は
「
も
と
の
商
品
」
に
も
「
反
作
用
」

す
る
以
上
、
生
産
物
の
価
値
は
、
た
と
え
そ
れ
が
以
前
に
生
産
さ

れ
た
生
産
物
の
在
庫
品
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
「
社
会
的
に
必
要
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な
労
働
時
間
」
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
一
生
産
物
モ
デ
ル
で
も
、
〔
仮
定
C
〕
に

よ
り
、
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値
は
期
首
の
そ
れ
よ
り
も
低
く
、

そ
れ
ゆ
え
、
期
末
に
お
い
て
特
定
の
分
量
の
生
産
物
の
生
産
に

「
社
会
的
に
必
要
な
」
労
働
時
間
は
期
首
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も

小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
今
期
末

に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
価
値
は
、
た
と
え
そ
の
生

産
物
が
前
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
今
期
末
に
お
け
る
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
以
上
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
今
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
今
期

末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
を
今
期
末
に
お
け
る
単
位

当
た
り
個
値
に
基
づ
い
て
評
個
し
た
も
の
を
、
今
期
の
前
貸
可
変

資
本
価
値
と
考
え
る
。

　
次
に
、
以
上
の
よ
う
な
前
貸
可
変
資
本
価
値
の
評
価
方
法
を
踏

ま
え
て
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
と
も
な
う
生
産
物
の
減
価
を
一

生
産
物
モ
デ
ル
の
な
か
に
導
入
し
よ
う
。
以
下
で
は
次
の
記
号
を

用
い
る
。

　
‘
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実
に
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ

る
生
産
物
の
分
量
H
Q
§
亡
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
士
期

末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
分
量
…
お
§
后
期
の

生
産
物
の
う
ち
ま
期
に
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
を
表
す
剰
余
生
産

物
の
分
量
H
ミ
§
‘
期
の
生
産
物
の
分
量
の
う
ち
ε
期
初
め
に

前
貸
し
さ
れ
た
不
変
資
本
価
値
を
表
す
部
分
1
－
Q
、
§
一
ま
期
末
の

生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
1
I
S
§
・
f
期
の
投
下
生
産
手
段
－

賃
金
財
比
率
1
－
o
§
（
1
－
Q
§
鳶
§
）
一
‘
期
の
剰
余
生
産
物
－
賃
金

財
比
率
“
吻
§
（
1
－
ミ
S
富
§
）
一
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
低

下
率
…
～
（
た
だ
し
、
－
H
〈
～
〈
o
な
る
定
数
）
一
壬
期
の
価
値
利

潤
率
”
、
き
ご
ま
期
の
物
的
利
潤
率
H
、
賞
s
・
な
お
、
〔
仮
定
A
〕

に
よ
り
、
Q
♂
ご
由
§
ミ
§
は
一
種
類
の
生
産
物
の
分
量
と
す
る
。

　
〔
仮
定
C
〕
に
よ
り
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
と
も
な
う
生
産

物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
を
導
入
す
る
。
た
だ
し
、
議
論
の

単
純
化
の
た
め
、
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
は
毎
期
同
じ
率

δ
（
た
だ
し
、
1
一
く
～
〈
◎
な
る
定
数
）
で
低
下
す
る
と
仮
定
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
‘
1
1
期
末
と
ε
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値

§
一
：
ご
§
§
お
よ
ぴ
‘
期
末
と
士
十
－
期
末
の
単
位
当
た
り
価

値
§
§
§
王
一
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
S
§
1
－
（
－
十
～
）
・
S
一
工
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
。
）

　
　
§
一
‡
5
1
－
（
－
十
～
）
・
§
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
）

と
な
る
。
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前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
す
な
わ

ち
今
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
生
産

物
の
価
値
は
、
今
期
初
め
す
な
わ
ち
前
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値

に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
‘

期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
は
、
f
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
投

下
さ
れ
る
生
産
物
の
分
量
Q
§
と
‘
1
1
期
末
の
単
位
当
た
り
価

値
§
♂
ー
二
と
の
積
Q
§
・
S
ε
1
こ
に
等
し
い
。
同
様
に
、
‘
十
－
期

の
前
貸
不
変
資
本
価
値
は
、
‘
十
－
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て

投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
分
量
Q
♂
・
5
と
‘
期
末
の
単
位
当
た
り

価
値
s
§
と
の
積
Q
享
二
・
§
§
に
等
し
い
。
こ
う
し
た
評
価
カ

法
に
し
た
が
え
ば
、
ま
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実
に
投
下

さ
れ
る
生
産
物
の
分
量
Q
§
と
、
士
期
の
生
産
物
の
分
量
の
う

ち
士
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
を
表
す
部
分
Q
、
§
と
の
関
係
は
、

　
　
Q
§
・
ミ
エ
一
1
l
Q
、
§
・
§
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
；
）

そ
れ
ゆ
え
、
㈹
式
よ
り
、
単
位
当
た
り
個
値
の
低
下
率
δ
（
た
だ

し
、
1
－
〈
～
〈
o
な
る
定
数
）
を
用
い
て
、

　
　
Q
§
1
1
（
H
＋
～
）
・
Q
、
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巨
）

と
書
け
る
。
同
様
に
、
‘
十
－
期
初
め
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実

に
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
分
量
P
三
一
と
士
十
－
期
の
生
産
物

の
分
量
の
う
ち
f
＋
1
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
を
表
す
部
分

Q
。
事
二
と
の
関
係
は
、

　
　
P
王
一
§
ε
1
－
Q
．
♂
十
5
・
§
享
5
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
）

そ
れ
ゆ
え
、
ω
式
よ
り
，

　
　
P
…
一
1
1
（
－
十
～
）
・
Q
。
事
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
な
る
。

　
以
下
で
採
用
す
る
前
貸
可
変
資
本
価
値
の
評
価
方
法
に
よ
り
、

f
期
の
前
貸
可
変
資
本
価
値
は
、
t
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が

舌
期
末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
分
量
お
§
と
亡

期
末
の
単
位
当
た
り
価
値
s
§
と
の
積
史
3
．
s
§
に
等
し
い
。

同
様
に
、
ま
十
－
期
の
前
貸
可
変
資
本
価
値
は
、
‘
十
－
期
に
雇

用
さ
れ
る
労
働
者
が
f
＋
1
期
末
に
購
入
す
る
生
産
物
の
分
量

史
三
一
と
舌
十
－
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値
S
♂
。
じ
と
の
積

由
一
三
一
・
ミ
三
一
に
等
し
い
。

　
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
各
生
産
期
間
の
剰
余
生
産
物
の
分
量
と

各
期
末
の
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
と
の
積
を
各
生
産
期
間
に

生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
期
の
剰
余

価
値
は
、
f
期
の
剰
余
生
産
物
の
分
量
魯
s
と
舌
期
末
の
単
位
当

た
り
価
値
§
s
と
の
稜
曽
§
・
§
§
に
等
し
い
。
同
様
に
、
症
十

－
期
の
剰
余
価
値
は
、
‘
十
－
期
の
剰
余
生
産
物
の
分
量
き
王
一

と
ε
十
－
期
末
の
単
位
当
た
り
価
値
§
♂
き
と
の
積
員
王
一
．
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s
一
三
一
に
等
し
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
生
き
た
労
働
の
量
を

明
示
的
に
導
入
せ
ず
に
剰
余
価
値
を
定
義
す
る
場
合
、
労
働
者
一

人
当
た
り
価
値
生
産
物
〃
十
㎜
の
大
き
さ
は
必
ず
し
も
一
定
で
は

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
は
、
相
対
的
剰
余
価
値

生
産
だ
け
で
な
く
絶
対
的
剰
余
価
値
生
産
を
も
合
み
う
る
。
前
節

で
あ
げ
た
ツ
ガ
ン
の
〔
仮
定
七
〕
を
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
な
か

に
導
入
し
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

．
以
上
、
本
節
で
は
、
ツ
ガ
ン
の
誤
っ
た
前
貸
不
変
資
本
価
値
の

評
価
方
法
を
修
正
し
、
生
産
期
間
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
て
生
産

物
価
値
の
低
下
を
一
生
産
物
モ
デ
ル
の
な
か
に
導
入
し
た
。

　
（
1
）
　
ツ
ガ
ン
の
価
値
規
定
の
欠
陥
に
つ
い
て
は
第
二
節
の
注
（
2
）
を

　
　
参
照
せ
よ
。

第
五
節
　
物
的
利
潤
率
の
上
昇
と
価
値
利
潤
率
の

　
　
低
下
の
同
時
成
立
の
可
能
性

　
本
節
で
は
、
前
節
で
再
構
築
し
た
一
生
産
物
モ
デ
ル
に
お
い
て
、

物
的
な
投
入
・
産
出
物
数
量
だ
け
か
ら
計
算
さ
れ
る
物
的
利
潤
率

の
上
昇
と
価
値
利
潤
率
（
1
1
剰
余
価
値
／
前
貸
資
本
価
値
）
の
低

下
と
が
同
時
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
は
じ
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
価
値
利
潤
率
・
物

的
利
潤
率
の
定
式
化
を
行
う
。

　
オ
期
お
よ
ぴ
舌
十
－
期
の
価
値
利
潤
率
奮
§
毛
き
。
じ
は
、
前

節
で
定
式
化
し
た
剰
余
価
値
、
前
貸
不
変
・
可
変
資
本
価
値
を
用

い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
§
・
§
§

　
　
、
』
§
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宝
）

　
　
　
　
　
Q
§
．
§
一
丁
じ
十
由
ε
・
§
§

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ε
十
じ
・
§
ε
十
こ

　
　
、
三
早
b
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
箒
）

　
　
　
　
　
　
Q
♂
十
5
・
§
§
十
由
ε
十
こ
・
§
＾
‡
こ

と
表
さ
れ
る
。
ω
・
㈹
式
の
分
母
子
を
そ
れ
ぞ
れ
民
§
一
タ
王
一

で
割
り
、
前
節
の
㈹
．
側
式
を
用
い
る
と
、
価
値
利
潤
率
ミ
§
毛
』

一
王
一
は
、
投
下
生
産
手
段
－
賃
金
財
比
率
書
一
1
1
Q
§
盲
§
一
さ
。
二

”
Q
一
王
く
史
‡
し
と
剰
余
生
産
物
－
賃
金
財
比
率
臼
§
1
ー
ミ
§
葛
§

ξ
。
二
1
1
尽
王
く
史
三
一
お
よ
ぴ
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
低

下
率
δ
（
た
だ
し
、
1
－
〈
～
〈
o
な
る
定
数
）
を
用
い
て
、

　
　
　
　
　
（
H
＋
～
）
・
｝
§

　
　
、
ト
§
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
）

　
　
　
　
　
邊
§
十
～
十
－

　
　
　
　
　
　
（
H
＋
～
）
・
臼
♂
十
二

　
　
、
卜
＾
‡
二
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

　
　
　
　
　
　
貸
芋
5
＋
～
十
－

と
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
㈹
・
ω
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

生
産
期
間
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
で
の
価
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値
利
潤
率
は
、
物
的
数
量
の
比
率
さ
ご
さ
主
ご
さ
ご
ξ
。
じ
だ
け

で
な
く
、
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
率
δ
に
も
依
存
す
る
。

　
次
に
、
物
的
な
投
入
・
産
出
数
量
だ
け
か
ら
計
算
さ
れ
る
物
的

利
潤
率
を
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
再
定
式
化
す
る
た
め
に
、

期
末
の
総
生
産
物
G
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
そ
の
さ
い
、
各

期
末
の
総
生
産
物
σ
の
う
ち
月
だ
け
の
分
量
を
当
該
生
産
期
間
に

雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
と
仮
定
す
る
。

‘
期
末
の
総
生
産
物
Q
s
は
、
圭
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
が

移
転
・
保
存
さ
れ
て
い
る
部
分
Q
、
§
f
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働

者
が
期
末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
部
分
寅
§
お
よ
ぴ
舌
期

に
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
を
表
す
剰
余
生
産
物
ミ
§
か
ら
成
り
、

　
　
Q
§
1
I
Q
、
§
十
皇
s
＋
ミ
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
o
o
）

と
表
さ
れ
る
。
同
様
に
、
‘
十
－
期
末
の
総
生
産
物
Q
♂
・
5
は
、

‘
十
－
期
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
の
移
転
・
保
存
部
分
Q
讐
事
二
一

‘
十
－
期
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
期
末
に
賃
金
財
と
し
て
購
入

す
る
部
分
史
王
一
お
よ
び
‘
十
－
期
に
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値

を
表
す
剰
余
生
産
物
員
三
一
か
ら
成
り
、

　
　
Q
享
5
1
l
Q
。
一
‡
こ
十
畠
一
軍
じ
十
曽
一
王
〕
　
　
　
　
　
　
（
S
）

と
表
さ
れ
る
。

　
㈹
・
㈹
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
産
期
間
が
導
入
さ
れ
た
わ

れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
で
は
、
剰
余
価
値
を
表
す
剰
余
生
産
物
の
分
量

〃
は
、
期
首
の
前
貸
不
変
資
本
価
値
を
表
す
生
産
物
と
期
末
に
労

働
者
が
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
合
計
分
量
Q
．
十
民

と
期
末
の
総
生
産
物
の
分
量
θ
と
の
差
に
等
し
い
。
も
し
、
ツ
ガ

ン
の
例
示
の
よ
う
に
生
産
期
間
の
存
在
が
無
視
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、

期
首
に
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
0
と
期
末
に
労
働

者
が
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
丑
が
と
も
に
投
入
物
と
見

な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
合
計
分
量
Q
＋
由
と
期
末
の
総
生
産
物
θ
と

の
差
Q
l
（
Q
＋
お
）
が
剰
余
生
産
物
と
見
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
で
は
、
期
首
に
生
産
手
段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
と
期

末
に
労
働
者
が
賃
金
財
と
し
て
購
入
す
る
生
産
物
の
合
計
分
量
と

期
末
の
総
生
産
物
と
の
差
を
「
外
見
上
の
」
剰
余
生
産
物
と
呼
ぴ
、

こ
れ
を
”
で
表
す
。
f
期
お
よ
ぴ
士
十
－
期
の
「
外
見
上
の
」
剰

余
生
産
物
ミ
、
§
ミ
。
事
こ
は
、
㈱
・
㈹
式
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
ミ
、
§
”
Q
§
1
（
Q
§
十
由
§
）

　
　
　
　
1
ー
ミ
§
十
（
Q
、
§
－
Q
§
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
ミ
。
一
〇
十
じ
n
Q
一
王
一
1
（
Q
ε
十
5
＋
史
王
一
）

　
　
　
　
　
1
ー
ミ
ε
十
5
＋
（
Q
、
一
三
）
1
P
王
一
）
　
　
　
　
　
（
昌
）

と
表
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
と
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●

も
な
い
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
が
低
下
す
る
場
合
、
期
末
の

総
生
産
物
の
う
ち
期
首
に
前
貸
し
さ
れ
た
不
変
資
本
価
値
を
表
す

部
分
ぴ
は
、
期
首
に
生
産
手
段
と
し
て
現
実
に
投
下
さ
れ
る
生
産

物
の
分
量
o
よ
り
も
大
き
い
。
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
率
を
δ

（
た
だ
し
、
－
－
〈
～
〈
o
な
る
定
数
）
と
す
る
と
、
‘
期
お
よ
ぴ

‘
十
－
期
の
ぴ
と
0
の
差
は
、
前
節
の
ω
・
㈹
式
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
Q
、
、
・
、
l
Q
§
…
－
ヨ
．
Q
s
　
　
　
　
　
　
　
（
竃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
Q
、
♂
十
こ
I
Q
ミ
巳
n
－
1
・
p
芋
－
一
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
～

と
な
る
。
そ
こ
で
、
㈱
・
㈲
式
を
¢
Φ
・
刎
式
に
代
入
す
る
と
、

着
期
お
よ
ぴ
考
十
－
期
の
「
外
見
上
の
」
剰
余
生
産
物
ミ
、
事

ミ
、
一
王
一
は
そ
れ
ぞ
れ
、
δ
を
1
－
〈
～
〈
o
な
る
定
数
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
ミ
、
§
1
ー
ミ
§
ー
ヨ
．
Q
§
　
　
　
　
　
　
　
　
（
睾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
ミ
、
＾
羊
巳
1
－
ミ
一
‡
ご
I
I
・
Q
♂
十
5
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
十
軸

と
表
さ
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
で
は
、
労
働
価
値
を
考
慮
に

■

入
れ
な
く
て
も
物
的
な
投
入
・
産
出
数
量
だ
け
か
ら
計
算
さ
れ
る

‘
期
お
よ
ぴ
舌
十
－
期
の
物
的
利
潤
率
、
貫
5
一
、
貫
王
一
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
幽
・
㈲
式
よ
り
、

　
　
　
　
－
ミ
＾
－
）
1
～
・
Q
ε
、
（
H
＋
～
）

　
　
、
宍
＾
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
α
）

　
　
　
　
　
　
　
Q
＾
5
＋
射
§

　
　
　
　
　
ー
ミ
♂
十
じ
1
？
Q
＾
‡
－
く
（
－
十
～
）

　
　
、
ミ
竈
十
b
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
0
N
）

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
＾
；
－
〕
十
曳
＾
皐
o

と
表
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
鮒
・
酬
式
の
分
母
子
を
そ
れ
ぞ
れ
亀
§

皇
三
一
で
割
る
と
、
物
的
利
潤
率
、
賞
s
｛
貫
…
一
は
、
投
下
生

産
手
段
－
賃
金
財
比
率
さ
ご
書
。
5
と
剰
余
生
産
物
－
賃
金
財
比

率
ぎ
ご
ξ
き
お
よ
ぴ
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
率
δ

（
た
だ
し
、
－
－
〈
～
〈
o
な
る
定
数
）
を
用
い
て
、

　
　
　
　
1
り
§
－
亨
自
＾
s
、
（
－
十
～
）

　
　
、
ミ
＾
s
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
0
0
）

　
　
　
　
　
　
　
さ
一
十
－

　
　
　
　
　
1
貞
享
じ
ー
～
．
貸
‡
こ
、
（
－
十
～
）

　
　
、
単
ε
十
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
ε
十
じ
十
－

と
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
価
値
利
潤
率
・
物
的
利
潤
率
を
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
に

お
い
て
再
定
式
化
し
た
。

　
次
に
、
投
下
生
産
手
段
－
賃
金
財
比
率
の
上
昇
（
さ
。
巳
V
さ
一
）
、
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剰
余
生
産
物
－
賃
金
肱
比
率
の
上
昇
（
冬
・
二
V
｝
§
）
お
よ
ぴ
労

働
生
産
性
の
上
昇
に
と
も
な
う
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

定
率
δ
（
－
一
く
③
〈
o
）
で
の
低
下
の
も
と
で
の
物
的
利
潤
率
の
上

昇
（
、
皇
三
一
V
、
ミ
§
）
お
よ
び
価
値
利
潤
率
の
低
下
（
奮
ε
。
巳
〈

奮
§
）
の
条
件
を
定
式
化
す
る
。

　
物
的
利
潤
率
が
上
昇
す
る
（
、
賞
王
一
V
、
貫
＄
）
た
め
に
は
、

㈱
・
㈱
式
よ
り
、
投
下
生
産
手
段
－
賃
金
財
比
率
の
上
昇
率
㌧
o
§

H
（
さ
士
「
邊
§
）
、
さ
一
（
V
o
）
お
よ
び
剰
余
生
産
物
－
賃
金
財
比

率
の
上
昇
率
㌧
貝
8
1
1
（
ξ
ガ
一
1
｝
§
）
㌔
ξ
一
（
〉
o
）
が
次
の
条
件
を

満
た
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
書
一
　
（
H
＋
｝
）
・
ξ
一
十
～
　
戸
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
1
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
自
§
十
H
　
（
－
十
ψ
）
・
ξ
一
　
ぎ
§

　
他
方
、
価
値
利
潤
率
が
低
下
す
る
（
言
事
二
く
ミ
§
）
た
め
に

は
、
㈹
・
ω
式
よ
り
、
投
下
生
産
手
段
－
賃
金
財
比
率
の
上
昇
率

タ
s
（
V
o
）
お
よ
ぴ
剰
余
生
産
物
－
賃
金
財
比
率
の
上
昇
率
㌧
§

（
V
o
）
が
次
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
ン
§
　
　
　
邊
§

　
　
－
〈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
）

　
　
“
§
　
旧
§
十
～
十
H

　
投
下
生
産
手
段
－
賃
金
財
比
率
の
上
昇
率
交
s
（
V
o
）
お
よ
び

剰
余
生
産
物
－
賃
金
財
比
率
の
上
昇
率
え
ε
（
V
o
）
が
e
Φ
・
㈱
式

を
同
時
に
満
た
し
、
そ
れ
ゆ
え
、

　
　
亀
§
　
（
H
＋
～
）
・
｝
§
十
～
　
ン
ε
　
　
　
由
§

　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
〈
－
〈
　
　
　
　
　
　
　
（
竃
）

　
　
さ
一
十
－
　
（
H
＋
～
）
・
｝
§
　
　
～
§
　
邊
§
十
助
十
H

と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
物
的
利
潤
率
の
上
昇
（
、
貫
王
一

V
、
賞
3
）
と
価
値
利
潤
率
の
低
下
（
奮
一
…
一
く
ミ
S
）
が
同
時
に

　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

起
こ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
で
は
、

投
下
生
産
手
段
－
實
金
財
比
率
の
上
昇
、
剰
余
生
産
物
－
賃
金
財

比
率
の
上
昇
お
よ
ぴ
生
産
物
一
単
位
当
た
り
価
値
の
低
下
の
も
と

で
、
物
的
利
潤
率
の
上
昇
と
個
値
利
潤
率
の
低
下
が
同
時
成
立
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
期
間
を
明
示
的
に
導
入

す
る
場
合
、
物
的
な
投
入
・
産
出
数
量
だ
け
か
ら
計
算
さ
れ
る
物
．

的
利
潤
率
の
上
昇
を
無
条
件
に
価
値
利
潤
率
の
上
昇
と
直
結
さ
せ

る
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇
説
は
必
ず
し
も
成
立
し
な
い
。

　
以
上
、
本
節
で
は
、
生
産
期
間
が
明
示
的
に
導
入
さ
れ
た
わ
れ

わ
れ
の
一
生
産
物
モ
デ
ル
で
は
、
物
的
利
潤
率
の
上
昇
と
価
値
利

潤
率
の
低
下
と
が
同
時
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

（
1
）
　
こ
れ
ら
の
条
件
は
前
節
の
〔
仮
定
C
〕

　
に
対
応
す
る
。

（
2
）
た
と
え
ぱ
、
o
§
1
1
少
寒
十
一
－
企
．
少

〔
仮
定
D
〕
〔
仮
定
E
〕

軸
§
u
ポ
臼
ε
十
5
1
l
H
一
押
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（169）　利潤率低下法則の論証

～
1
－
1
o
・
ω
し
§
…
o
・
㎞
し
§
H
o
－
ω
．
の
と
き
蔓
s
小
o
．
員

ミ
婁
下
o
・
§
一
～
§
T
o
’
曇
一
ξ
…
1
o
．
婁
．
と
な
る
。

第
未
節
　
ま
と
め

　
本
稿
で
は
、
ツ
ガ
ン
・
バ
ヲ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
利
潤
率
上
昇
説
の

検
討
か
ら
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
第
二
・
三
節
で
は
、

物
的
な
投
入
．
産
出
数
量
だ
け
か
ら
計
算
さ
れ
る
物
的
利
潤
率
の

上
昇
と
価
値
利
潤
率
の
上
昇
と
の
直
結
が
ツ
ガ
ン
の
利
潤
率
上
昇

説
の
核
心
を
な
す
こ
と
、
そ
し
て
、
前
貸
不
変
資
本
価
値
の
評
価

の
さ
い
に
生
産
期
間
の
存
在
を
無
視
し
、
投
下
生
産
手
段
の
価
値

と
産
出
物
の
価
値
を
同
一
時
点
の
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て

評
価
す
る
点
に
ツ
ガ
ン
説
の
決
定
的
な
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
次
に
、
第
四
・
五
節
で
は
、
生
産
期
間
の
存
在
を
明

示
的
に
導
入
し
た
一
生
産
物
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
期
首
に
生
産
手

段
と
し
て
投
下
さ
れ
る
生
産
物
の
価
値
と
期
末
の
産
出
物
の
価
値

が
互
い
に
異
な
る
時
点
の
単
位
当
た
り
価
値
に
基
づ
い
て
評
価
さ

れ
る
な
ら
ぱ
、
物
的
利
潤
率
の
上
昇
と
価
値
利
潤
率
の
低
下
が
同

時
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
た
だ
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
え
た
の
は
、
前
貸
不
変
資
本
価

値
と
産
出
物
価
値
の
評
価
基
準
を
区
別
し
た
場
合
に
ツ
ガ
ン
の
利

潤
率
上
昇
説
が
必
ず
し
も
成
立
し
な
い
点
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

さ
ら
に
、
前
貸
不
変
資
本
価
値
と
産
出
物
価
値
の
同
時
決
定
を
維

持
し
た
場
合
に
も
ツ
ガ
ン
説
が
成
立
し
が
た
い
こ
と
を
論
証
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ツ
ガ
ン
の
よ
う
に
、
技
術
進
歩
の
経

済
的
効
果
を
社
会
的
総
資
本
に
関
す
る
物
的
利
潤
率
の
上
昇
H
価

値
利
潤
率
の
上
昇
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
こ
と
自
体
、
新

生
産
方
法
を
他
に
先
駆
け
て
採
用
す
る
個
々
の
資
本
の
も
と
で
の

正
の
特
別
剰
余
価
値
の
発
生
と
社
会
の
資
本
総
体
に
関
す
る
一
般

的
利
潤
率
の
上
昇
と
を
短
絡
さ
せ
た
論
理
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論

点
に
関
し
て
ツ
ガ
ン
説
お
よ
ぴ
そ
れ
以
降
の
利
潤
率
上
昇
説
を
内

在
的
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、
諸
資
本
の
競
争
の
過
程
を
明
示
的

に
導
入
し
た
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
麺
と
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
大
学
院
博
士
課
程
）
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